
2023 年 11 月 30 日  

(株)小田急エンジニアリング 

「第８回 鉄道技術展」に合同出展しました 

 

11 月 8 日～10 日に幕張メッセにて開催された「第８回 鉄道技術展２０２３」に、合同出

展しました。 

 

当社はＲＯＩＣ（鉄道オープンイノベーション協議会）※ に所属する一社として 

極性反転型避雷針「PDCE」について、ご紹介しました。 

 

◆避雷針「PDCE」とは？◆ 

従来の避雷針とは異なる原理で落雷の抑制を図る新しい避雷針です。 

近年、落雷対策における重要性の認識が広まり「落雷を抑制する本当の避雷針」として、

大都市の輸送ネットワークを支える交通機関、高速データ通信インフラ、公共施設など、

多くの設備の落雷被害抑制に貢献しています。 

現在、多くのお客さまに支持され、国内総設置台数は 3,400 基を超える実績があります。

（2022 年 9 月現在） 

 

【極性反転型避雷針「PDCE」ホームページ】 

https://www.odakyu-eng.co.jp/service/pdce/ 

 

 

 

多くのお客さまにご来場いただき、誠にありがとうございました。 

 

 

 

※ＲＯＩＣ（鉄道オープンイノベーション協議会） 

相互の情報交換・共同開発等により、鉄道事業発展への貢献を目的として２０１８年に設立された、国内計６社の鉄道

系グループ会社《 アイテック阪急阪神(株)、(株)小田急エンジニアリング、ＪＲ九州エンジニアリング(株)、東急テク

ノシステム(株)、阪神ケーブルエンジニアリング(株)、名鉄ＥＩエンジニア(株) 》により構成された協議会。 

 

 

 

 

 

 



～落雷を抑制する本当の避雷針～
極性反転型避雷針「PDCE」

原 理

概 要
従来の避雷針が雷を落として逃がすのに対して、PDCEは雷を落とさせません

特 徴

導入実績

緒 元

■ 地面に誘起された電荷を用いるため、電源は必要としません
■ 保守は通常の避雷針と同様で、手間はかかりません
■ 信頼の日本製で壊れたら10年間無償交換します

鉄道施設、通信・放送施設、電力施設、道路施設などの重要インフラ
の他、商業施設、競技場・スポーツ施設、教育・病院施設、船舶など、
多数の業界に合計3400基以上の導入実績があります。

PDCE-Junior

お問合わせ先


